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還
を
行
い
ま
す
。
新
た
な
業
務
対
象
年

間
が
始
ま
る
と
基
金
に
繰
越
金
が
な
い

た
め
、
補
填
金
交
付
の
財
源
が
不
足
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
積
立
金
を
納

付
す
る
た
め
に
、
在
庫
牛
の
納
付
い
た

だ
い
た
積
立
金
相
当
額
を
基
金
の
残
額

の
範
囲
内
で
優
先
的
に
返
還
し
ま
す
。

優
先
返
還
後
の
基
金
に
残
額
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
積
立
金

納
付
額
に
応
じ
て
公
平
に
案
分
し
返
還

し
ま
す
。

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

  

平
成
二
十
七
年
度
第
3
四
半
期

（
二
十
七
年
十
～
十
二
月
）
の
指
定
肉

用
子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買

価
格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

黒
毛
和
種�

七
〇
七
，
七
〇
〇
円

　

交
雑
種�

 

三
八
九
，
八
〇
〇
円

　

乳
用
種�

二
六
二
，
三
〇
〇
円

　

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
畜
産
会
）

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

●
審
査
結
果
に
つ
い
て

　

神
奈
川
県
畜
産
環
境
コ
ン
ク
ー
ル
は

畜
産
に
つ
い
て
広
く
県
民
の
方
々
か
ら

理
解
・
信
頼
を
得
る
こ
と
と
、
畜
産
農

家
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
度
で
三
回
目
の
開
催
と

な
り
、
県
内
百
五
戸
の
畜
産
農
家
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
乳
牛
・
肉
牛
・

養
豚
・
養
鶏
の
四
部
門
に
分
か
れ
、
畜

舎
の
周
り
に
つ
い
て
き
れ
い
な
景
観
が

形
成
さ
れ
て
い
る
か
（
畜
舎
周
辺
の
環

境
美
化
）、
臭
気
・
騒
音
・
家
畜
の
疾

病
予
防
等
の
対
策
を
し
て
い
る
か
（
畜

舎
等
の
衛
生
対
策
）、
家
畜
ふ
ん
堆
肥

に
つ
い
て
農
地
等
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
（
資
源
循
環
の
実
施
状
況
）、
地
域

で
の
社
会
見
学
の
受
入
や
消
費
者
と
の

交
流
等
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
か（
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
）

等
の
四
つ
の
項
目
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
方
法
は
、
ま
ず
県
内
を
五
つ
の

地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と

に
審
査
を
行
い
（
地
域
審
査
）、
各
地

域
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
二
十
農
場
に
つ

い
て
県
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
最
優
秀

賞
（
県
知
事
賞
）
一
農
場
、
優
秀
賞
三

農
場
、
優
良
賞
三
農
場
、
奨
励
賞
二
農

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
式
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日
に
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
表
彰
だ
け
で
な
く

各
受
賞
農
家
の
取
り
組
み
事
例
も
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
研
修
要
素
も

含
ま
れ
た
内
容
で
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
お
け
る
死
亡
牛
（
四
十
八
ヶ
月
齢

以
上
）
の
届
出
受
付
、
受
入
日
程
を
次

の
と
お
り
（
別
表
：
死
亡
牛
届
出
受
付
、

受
入
日
程
）
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

平
成
二
十
八
年
度
死
亡
牛
の

届
出
受
付
、
受
入
日
程
に
つ
い
て

国
会
雛
段
賑
や
か
に

　
　
　
真
の
議
論
は
空
回
り

　

一
月
は
行
っ
て
、
二
月
は
逃
げ
て
、

心
地
良
い
陽
ざ
し
を
連
れ
て
三
月
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
大
切
に
仕
舞
わ
れ

て
い
た
お
雛
様
の
出
番
で
す
。
三
日
に

は
白
酒
で
、
い
や
焼
酎
の
牛
乳
割
り
で

雛
祭
り
を
祝
っ
た
方
も
お
い
で
で
し
ょ

う
か
。
雛
飾
り
も
お
内
裏
様
だ
け
で
は

ち
ょ
っ
と
寂
し
い
で
し
ょ
う
が
、
三
段

飾
り
と
も
な
る
と
賑
や
か
で
す
ね
。
賑

や
か
と
言
え
ば
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
国
会

も
賑
や
か
で
す
。
雛
飾
り
な
ら
ば
二
段

目
の
閣
僚
に
起
用
さ
れ
た
三
人
官
女
の

失
言
失
態
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
い

ま
す
。

（
官
女
そ
の
一
）
高
市
早
苗　

総
務
相

権
力
者　

権
力
批
判
を
審
査
す
る　

政
府
を
批
判
す
る
放
送
し
た
ら
電
波
止

め
ち
ゃ
う
か
ら
ね
。北
朝
鮮
み
た
い
に
、

言
論
の
自
由
へ
の
挑
戦
か
、
こ
の
女ひ
と

高

い
位
置
か
ら
、
勇
ま
し
い
か
ら
ね
。

せ
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
死
亡
牛
B
S
E
検
査

の
円
滑
な
実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

（
官
女
の
二
）
島
尻
安
伊
子　

沖
縄
北
方

担
当
相　

担
当
す
る
北
方
の
四
諸
島
名

＝
択え
と
ろ
ふ捉
、
国く
な
し
り後
、
歯は
ぼ
ま
い舞
、
色し
こ
た
ん丹
の
ハ
ボ

マ
イ
が
読
め
な
か
っ
た
。
心
そ
こ
に
あ

ら
ず
か
？
帳
尻
も
合
わ
な
い
の
で
は
。

（
官
女
の
三
）
丸
川
珠
代　

環
境
相　

原
発
事
故
の
被
曝
線
量
は
何
の
科
学
的

根
拠
は
な
い
…
と
言
っ
た
、言
わ
な
い
、

オ
ボ
エ
て
な
い

今
日
も
ま
た　

朝
も
は
よ
か
ら
二
枚
舌

こ
れ
に
加
え
て
野
党
議
員
の
意
地
悪
質

問
ク
イ
ズ
「
環
境
の
日
＝
記
念
日
を

知
っ
て
る
か
」
六
月
一
日
と
答
え
て
し

ま
っ
た
。
五
日
が
正
し
か
っ
た
。
四
日

ほ
ど
の
前
倒
し
く
ら
い
許
し
た
ら
。
タ

マ
タ
マ
言
い
間
違
え
た
だ
け
な
の
か
。

　

三
段
目
の
お
飾
り
に
は
五
人
囃
子
が
。

①
宮
崎
謙
介　

前
衆
院
議
員

育
メ
ン
パ
パ
の
筈
が
イ
ケ
メ
ン
だ
っ
た

が
た
め
か
不
倫
亭
主
に
。そ
し
て
辞
任
。

②
溝
手
顕
正　

参
院
議
員
会
長

不
倫
議
員
の
辞
職
表
明
が
ウ
ラ
ヤ
マ
シ

イ
と
か
、
何
が
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
イ
の
か
。

③
麻
生
太
郎　

財
務
相

軽
減
税
率
導
入
で
商
店
の
一
つ
や
二
つ

百
、千　

廃
業
に
。
畜
産
農
家
、
企
業
の

一
つ
や
二
つ
な
ん
て
言
う
な
よ
。

④
丸
山
和
也　

参
院
議
員

「
ア
メ
リ
カ
は
黒
人
が
大
統
領
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
、
奴
隷
で
す
よ
」
と
。

⑤
甘
利　

明　

前
経
済
再
生
相

秘
書
が
口
利
き
料
を
請
求
、
本
人
も
ポ

ケ
ッ
ト
に
。
詳
細
は
調
査
中
。

浅あ
さ
ぢ
う

茅
生
の
小
野
の
し
の
原
し
の
ぶ
れ
ど

　

あ
ま
り
て
な
ど
か
人
の
こ
ひ
し
き

�

（
参さ
ん
ぎ議　

等ひ
と
し）

狂
歌

浅
知
恵
の
秘
書
の
為
す
事
し
の
ぶ
れ
ど

　

あ
ま
り
て
な
ど
か
金
の
こ
ひ
し
き

　
　
（
余あ
ま
り利　

呆あ
き
れ）

か
？

　
　

詠
み
人
知
ら
ず
か
？�

（
忠
九
朗
）
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新
む
ら
す
ず
め

●
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞
農
家
に
対

す
る
記
念
品
（
看
板
）
贈
呈

●
受
賞
農
家

　
・
最
優
秀
賞

　
　

有
限
会
社　

石
田
牧
場

�

（
乳
牛
・
伊
勢
原
市
）

　
・
優
秀
賞

　
　

有
限
会
社　

原
牧
場

�

（
肉
牛
・
伊
勢
原
市
）

　
　

株
式
会
社　

み
や
じ
豚

�

（
養
豚
・
藤
沢
市
）

　
　

織
茂
養
鶏
場
（
養
鶏
・
横
浜
市
）

　
・
優
良
賞

　
　

有
限
会
社　

尾
﨑
牧
場

�

（
乳
牛
・
平
塚
市
）

　
　

柿
澤
牧
場
（
乳
牛
・
茅
ヶ
崎
市
）

　
　

田
中
勝
美
（
乳
牛
・
横
浜
市
）

　
・
奨
励
賞

　
　

和
田
悟
（
乳
牛
・
藤
沢
市
）

　
　

有
限
会
社　

比
留
川
畜
産

�

（
養
豚
・
綾
瀬
市
）

●
平
成
二
十
八
年
度
神
奈
川
県
畜
産

　
環
境
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

引
き
続
き
当
該
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
県
畜
産
課
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ
）

『
平
成
二
十
七
年
度
　
十
一
月
・
十
二
月

�

販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
平
成
二
十
七
年
度
第
3
四
半
期

 

十
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価
（
概
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

　

乳
用
種�

〇
円

◎
平
成
二
十
七
年
度
第
3
四
半
期

十
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

　

乳
用
種�

〇
円

　

現
在
契
約
中
の
牛
マ
ル
キ
ン
は
平
成

二
十
八
年
三
月
期
の
補
填
金
交
付
を

も
っ
て
業
務
対
象
年
間
が
終
了
し
、
基

金
に
残
額
が
あ
る
場
合
に
は
生
産
者
積

立
金
を
返
還
し
ま
す
が
、
ま
ず
在
庫
牛

（
す
で
に
積
立
金
を
納
付
し
た
牛
で
、

販
売
さ
れ
て
い
な
い
牛
）
へ
の
優
先
返

牛
マ
ル
キ
ン
事
業

平
成
二
十
七
年
度
神
奈
川
県
畜
産
環
境

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

受賞農家
集合写真

優秀賞　養鶏の部 優秀賞　肉牛の部優秀賞　養豚の部 最優秀賞　乳牛の部

表彰の様子

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

28年3月28日（月）～4月  1日（金）
28年5月 9日（月）～5月13日（金）

ナイター開催

日催開馬競崎川

平成28年度　死亡牛届出受付、受入日程

死亡牛届出連絡先

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 1 2

4 5 6 7 8 9 10 3 4 5 6 7 8 9

11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30

1 31

2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6

9 10 11 12 13 14 15 7 8 9 10 11 12 13

16 17 18 19 20 21 22 14 15 16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 28 29 21 22 23 24 25 26 27

30 31 28 29 30

1 2 3 4 5 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 26 27 28 29 30 31

1 2 3 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

30 31

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 31 27 28

1 2 3 4 1 2 3 4 5

5 6 7 8 9 10 11 6 7 8 9 10 11 12

12 13 14 15 16 17 18 13 14 15 16 17 18 19

19 20 21 22 23 24 25 20 21 22 23 24 25 26

26 27 28 29 30 27 28 29 30 31

平成２８年度　死亡牛届出受付、受入日程

7月
1月

8月 2月

9月 3月

4月
10月

5月
11月

6月 12月

受入日 閉庁日 ※　検査月齢は４８ヶ月齢以上です

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 1 2

4 5 6 7 8 9 10 3 4 5 6 7 8 9

11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30

1 31

2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6

9 10 11 12 13 14 15 7 8 9 10 11 12 13

16 17 18 19 20 21 22 14 15 16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 28 29 21 22 23 24 25 26 27

30 31 28 29 30

1 2 3 4 5 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 26 27 28 29 30 31

1 2 3 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

30 31

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 31 27 28

1 2 3 4 1 2 3 4 5

5 6 7 8 9 10 11 6 7 8 9 10 11 12

12 13 14 15 16 17 18 13 14 15 16 17 18 19

19 20 21 22 23 24 25 20 21 22 23 24 25 26

26 27 28 29 30 27 28 29 30 31

平成２８年度　死亡牛届出受付、受入日程

7月
1月

8月 2月

9月 3月

4月
10月

5月
11月

6月 12月

死亡牛届出連絡先

連絡先（電話番号、FAX） 所管区域

は県央家保死亡牛保管施設へ搬入

※休日開庁日のみ、死亡牛の届出は携帯電話にお願いします。
   休日閉庁日の届出はFAXでお願いします。

県央家畜保健衛生所
電話046－238－9111（代表）

携帯080－3403－0157※
FAX 46－238－9124

横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、
逗子市、相模原市、三浦市、厚木市、
大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、
三浦郡、愛甲郡

湘南家畜保健衛生所
電話0463－58－0152（代表）

携帯080－3403－0156※
FAX 463－58－5679

平塚市、小田原市、秦野市、伊勢原市、
南足柄市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、

※藤沢市、茅ヶ崎市、高座郡

0

0
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家
保
だ
よ
り

消
毒
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

　

韓
国
で
は
口
蹄
疫
が
、
台
湾
で
は
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
継
続
的

に
発
生
し
て
お
り
、
今
年
に
入
っ
て
も

発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
に
お
い
て
は
、
今
冬
も
豚
流
行
性

下
痢
の
発
生
が
散
発
的
に
続
い
て
お

り
、関
東
近
県
で
も
発
生
が
報
告
さ
れ
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

大
切
な
家
畜
を
伝
染
病
か
ら
守
る
た

め
に
は
、
日
頃
の
消
毒
が
必
要
不
可
欠

故
、
尾
根
伝
い
の
比
較
的
傾
斜
が
な

だ
ら
か
な
草
地
以
外
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
機
械
が
使
え
ず
、
は
た
ま
た
集
中

豪
雨
が
来
れ
ば
土
砂
が
流
出
し
、
講
じ

た
防
災
対
策
は
数
知
れ
ず
と
い
っ
た
過

酷
な
条
件
に
あ
り
ま
す
が
、
開
牧
以
来

三
千
四
百
三
十
七
頭
の
預
託
牛
を
受
入

れ
、
毎
年
百
%
近
い
受
胎
成
績
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
（
最
も
受
入
が
多

か
っ
た
市
町
村
は
平
塚
市
で
、
全
預
託

牛
の
十
七
・
八
％
、
次
い
で
相
模
原
市

十
五
・
四
%
、
秦
野
市
十
・
五
％
）。
当

牧
場
に
勤
務
し
た
獣
医
・
畜
産
の
技
術

職
は
実
六
十
二
名
、延
二
百
八
十
五
名
、

現
業
職
員
は
実
四
名
、
非
常
勤
職
員
は

実
四
十
五
名
に
も
上
り
、
諸
先
輩
方
の

積
み
重
ね
た
ご
苦
労
は
私
の
想
像
な
ぞ

と
て
も
及
び
も
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
何
よ
り
、
長
き
に
亘
り
牧
場
に
期

待
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
酪
農
家
の
皆

様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

一
方
、
平
成
十
九
年
四
月
に
県
民
と
の

ふ
れ
あ
い
交
流
拠
点
と
し
て
開
館
し
た

ま
き
ば
館
の
来
館
者
数
は
八
年
間
で

四
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

横
須
賀
市
の
人
口
に
匹
敵
す
る
数
字
で

す（
二
十
七
年
十
二
月
末
時
点
）。
チ
ー

ズ
作
り
や
エ
サ
や
り
が
体
験
で
き
る
畜

産
交
流
教
室
は
八
年
間
で
二
百
十
二
回

開
催
し
、
八
千
六
百
三
十
五
人
の
方
が

参
加
、
こ
の
間
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
実
に

九
十
九
%
以
上
の
方
が
参
加
し
た
こ
と

に
大
変
満
足
か
ほ
ぼ
満
足
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
振
興
会
主
催
に

よ
る
大
野
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
平
成

五
年
度
か
ら
二
十
二
年
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
丹
沢
の
山
な
み
を
バ
ッ
ク
に

演
奏
さ
れ
る
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
牧
歌
的

な
響
き
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
本
県
最
西
端
の

JR
御
殿
場
線
谷
峨
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

で
一
時
間
三
十
分
の
こ
の
地
に
県
営
牧

場
が
あ
り
、
半
世
紀
に
亘
っ
て
本
県
酪

農
振
興
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
と
い
う

軌
跡
は
、
本
県
畜
産
の
歴
史
に
深
く
刻

ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場　

髙
尾
）

【
は
じ
め
に
】

　

畜
産
を
営
む
う
え
で
、
臭
い
の
発
生

は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
す
。
畜

産
に
関
連
す
る
苦
情
の
多
く
が
悪
臭
に

起
因
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
特

に
本
県
の
よ
う
な
都
市
型
畜
産
で
は
、

臭
気
対
策
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

臭
気
対
策
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
悪
臭

防
止
法
に
規
定
さ
れ
た
特
定
悪
臭
物
質

の
低
減
を
目
的
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
特
定
悪
臭
物
質
の

分
析
に
は
経
費
と
時
間
が
か
か
る
う

え
、
多
く
の
地
域
で
法
規
制
が
官
能
評

価
（
臭
気
指
数
の
測
定
）
に
移
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
場
で
、
簡
易
か
つ

迅
速
に
、
さ
ら
に
、
複
合
臭
を
対
象
に

臭
気
を
評
価
し
、
対
策
に
つ
な
げ
る
手

法
の
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
所
で
は
、
養
豚
場
、
特
に

豚
舎
で
発
生
す
る
臭
気
を
現
場
で
評
価

す
る
際
に
基
準
と
な
る
臭
い
す
な
わ

ち
、『
基
準
臭
』
を
作
成
し
、
臭
気
を

評
価
・
検
査
す
る
手
法
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

試
験
課
題
「
養
豚
場
現
場
に
お
け
る
臭

気
評
価
方
法
の
検
討
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

【
養
豚
場
に
お
け
る
臭
気
発
生
源
の
解

明
】

　

畜
産
に
関
連
す
る
臭
気
の
強
さ
を
簡

便
に
測
定
で
き
る
「
畜
環
研
式
ニ
オ
イ

セ
ン
サ
」（
東
京
デ
オ
ド
ラ
ン
ト
）（
写

出
は
、
当
所
飼
養
豚
の
ふ
ん
、
七
十
一

及
び
八
十
五
日
齢
（
各
七
頭
）
の
排
せ

つ
直
後
の
ふ
ん
を
混
合
し
ま
し
た
。
豚

ふ
ん
に
含
ま
れ
る
臭
気
成
分
を
溶
媒
中

に
抽
出
し
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質

量
分
析
に
よ
り
分
析
し
た
結
果
、
表
1

の
よ
う
に
、
特
定
悪
臭
物
質
で
は
な
い

臭
気
成
分
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

得
ら
れ
た
抽
出
液
は
、
溶
媒
を
揮
発

さ
せ
た
後
に
残
っ
た
臭
い
を
嗅
ぐ
こ
と

で
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
臭
気
成
分
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
処
理
を
し
た
と
こ
ろ
、
表
2
の
と
お

り
、
従
来
か
ら
畜
舎
関
連
臭
気
と
さ
れ

て
い
る
低
級
脂
肪
酸
が
含
ま
れ
る
抽
出

物
（
ア
）
と
、
そ
の
他
の
臭
気
成
分
も

含
ま
れ
て
い
る
抽
出
物
（
イ
）
の
二
種

類
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

用
い
て
官
能
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

十
二
名
の
被
験
者
全
員
が
、
後
者
に
つ

い
て
「
豚
舎
、
豚
特
有
の
悪
臭
と
感
じ

ら
れ
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
の
抽
出
物
に
含
ま
れ
る
臭
気
成
分

の
う
ち
、
人
が
臭
い
を
感
じ
ら
れ
る
最

小
濃
度
よ
り
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
も

の
が
、「
豚
舎
、
豚
特
有
の
悪
臭
と
感

じ
ら
れ
る
」
臭
気
の
主
要
な
成
分
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
取
組
み
】

　

飼
養
状
況
の
異
な
る
養
豚
場
で
は
ふ

ん
中
に
含
ま
れ
る
臭
気
成
分
に
差
異
が

あ
る
か
、
豚
ふ
ん
中
の
臭
気
成
分
が
実

際
に
豚
舎
臭
気
か
ら
も
検
出
さ
れ
る

か
、今
年
度
も
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

真
1
）
を
用
い
て
、
平
成
二
十
六
年
八

月
当
所
豚
舎
周
囲
と
豚
舎
内
で
測
定
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

豚
舎
周
囲
の
測
定
は
、
作
業
を
行
っ

て
い
な
い
時
間
帯
（
午
前
中
）
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
測
定
値
が
大
き
い
ほ
ど

臭
い
が
強
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

豚
舎
ご
と
に
臭
い
の
強
弱
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
測
定
値
の
大
小
は
体
感
で

の
臭
い
の
強
弱
と
お
お
む
ね
合
致
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
畜
環
研
式
ニ

オ
イ
セ
ン
サ
を
用
い
る
こ
と
で
、
農
場

内
で
臭
い
の
強
い
地
点
を
容
易
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ
ん
の
発

生
量
が
最
も
多
い
豚
舎
は
、
臭
い
も
最

も
強
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。（
図
1
）

　

豚
舎
周
囲
で
の
測
定
値
が
大
き
か
っ

た
豚
舎
に
つ
い
て
は
、
舎
内
で
も
測
定

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
常
時

は
測
定
値
十
八
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
作
動

時
は
二
十
一
と
、
大
き
く
な
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
作
業
ご

と
に
測
定
を
行
え
ば
、
作
業
ご
と
の
臭

気
発
生
の
程
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
豚
ふ
ん
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
の
基
準

臭
作
成
】

　

豚
舎
に
お
け
る
臭
気
発
生
源
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
る
豚
ふ
ん
か
ら
、
臭
気

成
分
を
抽
出
し
て
固
定
し
、
養
豚
場
特

有
の
臭
気
を
再
現
で
き
る
か
検
討
し
ま

し
た
。

　

豚
ふ
ん
に
含
ま
れ
る
臭
気
成
分
の
抽

ま
た
、「
豚
舎
、
豚
特
有
の
悪
臭
と
感

じ
ら
れ
る
」
臭
気
を
形
成
す
る
臭
気
成

分
に
対
す
る
防
脱
臭
技
術
の
開
発
が
今

後
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

悪
臭
に
よ
る
苦
情
を
解
決
す
る
た
め

に
引
き
続
き
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
様
は

じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

企
画
指
導
部
企
画
研
究
課

�

技
師　

高
田
陽
）

　

肉
用
牛
経
営
技
術
の
向
上
を
図
る
た

め
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。
開
催
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

日
時　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日

　
　
　
（
金
）
十
時
半
（
受
付
開
始
）

　
　
　

か
ら
十
五
時
ま
で

場
所　

厚
木
市
農
協
本
所

�

4
階
大
会
議
室
『
夢
』

（
午
前
の
部
）

　

十
時
四
十
五
分
～
十
二
時
十
五
分

演
題　

 「
肉
用
牛
関
連
事
業
に
つ
い
て
」

（
牛
マ
ル
キ
ン
事
業
、
繁
殖
牛

増
頭
事
業
等
）

講
師　

県
畜
産
課
畜
産
振
興
G

�

森　
　

一
憲
氏

演
題　

 「
管
内
に
お
け
る
農
場

H
A
C
C
P
の
取
組
に
つ
い
て
」

講
師　

県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

�

横
澤
こ
こ
ろ
氏

（
午
後
の
部
）

　

十
三
時
～
十
四
時
半

 

演
題　

 「
肉
用
牛
経
営
に
お
け
る
事
業

継
承
・
相
続
税
対
策
」（
法
人

化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）

講
師　

朝
日
税
理
士
法
人

�

税
理
士　

小
竹　

勝
氏

問
合
せ
先

　
（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会

　

℡
（
0
4
5
）
7
6
1
-4
1
9
1

「
肉
用
牛
技
術
講
習
会
」開
催
！

養
豚
場
現
場
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
臭
気
評
価
方
法
の
検
討

で
す
。
効
果
的
な
消
毒
を
実
施
す
る
た

め
、消
毒
方
法
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
毒
薬
は
、
用
法
、
用
量
を
守
っ
て

使
い
ま
し
ょ
う
。
濃
度
が
高
す
ぎ
て
も

低
す
ぎ
て
も
、
効
果
が
低
下
し
て
し
ま

う
だ
け
で
は
な
く
、
人
や
家
畜
に
有
害

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
毒
薬

の
中
に
は
刺
激
性
の
強
い
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
、
使
用
す
る
際
に
は
、
手
袋

や
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
す
る
な

ど
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
種
類
の

違
う
消
毒
薬
を
混
ぜ
る
と
有
毒
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
、
効
果
が
無
く
な
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

農
場
に
出
入
り
す
る
車
両
の
消
毒

は
、
タ
イ
ヤ
の
み
を
消
毒
す
る
の
で
は

な
く
、
泥
よ
け
の
内
側
部
分
も
消
毒
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
足
下

マ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド
ル
等
運
転
席
周
り
の

消
毒
も
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

踏
込
消
毒
槽
の
消
毒
液
は
、
汚
れ
て

い
る
と
効
果
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

靴
底
の
汚
れ
を
洗
い
流
し
て
か
ら
、
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
毒
薬
が
汚

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ

に
交
換
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
雨

水
が
入
っ
た
り
、
直
射
日
光
が
当
た
る

場
所
で
は
、
消
毒
効
果
が
薄
れ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
踏
込
消
毒
槽
に
覆
い
を

す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
消

石
灰
に
よ
る
消
毒
は
、
一
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
安
に
表

面
が
ム
ラ
無
く
白
く
な
る
程
度
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
畜
体
に
ふ
れ
る

床
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。
雨
で
固

ま
っ
た
状
態
で
は
効
果
が
発
揮
さ
れ
な

い
の
で
、
雨
が
降
っ
た
あ
と
は
再
度
散

布
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
場
出
入
口
に
お
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図1　ニオイセンサによる測定結果


